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	食事のたび、　　     思い出す
	大切なおもいを    そっと託す縁起箸
	江戸時代中期より三方づくり七代目 伝統工芸士の職人技が息づく 木曽檜の縁起箸

	心願成就
	樹齢２００年以上 神具｢三方｣に使われる 木曽檜から生まれた縁起箸
	三方作り用の木曽檜を使用
	伝統工芸士 の手作り
	思いを託す 贈り物

	― 贈りものに最適　思いを伝える一膳 ―
	全国の寺社へ納められる神具 ｢三方｣づくりで培われた 職人技から生まれた縁起箸。 樹齢200年以上の
	天然木曽檜を用い一本一本丁寧に仕立てた一膳です。
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	古くから縁起物とされる神具「三方（三宝)｣｡全国の寺社へ納められる三方づくりで培われた職人技から生まれた縁起箸。樹齢200年以上の天然木曽檜を用い、一本一本丁寧に仕立てた一膳です
	江戸時代中期より続く、木曽檜を用いた神具「三方」づくり。  七代目としてその技を受け継ぐ(株)岩田三宝製作所    岩田康行
	受け継がれる三方づくりの技
	毛引き 木目を読み精緻に線を刻む
	鉋(かんな)がけ 木本来の艶を引き出す
	溝堀り 小刀で溝を刻む
	面取り やすりで丁寧に仕上げ

	箸に込められた縁起の形
	丸(円)

	心願成就
	合格祈願／必勝祈願 良縁成就／家内安全

	開運招福
	扇は、「末広がり」を意味し、繁栄・発展していく縁起物として用いられてきました
	商売繁盛／運気上昇 金運向上／長寿祈願


